
　澤田さんは土佐町高須地区の出身で、４年前
から家業の花卉栽培をご両親と営んでいます。基
幹品種として夏～秋はトルコギキョウ、冬～春はア
ネモネを手掛け、取材時はアネモネの出荷時期
で、１日に1,500～2,000本程を出荷されていると
の事でした。
　就農して間もなく新型コロナウイルス感染症が
流行し始め、花の値段が急下落。一時期は市場
に出荷しても１円しか値段がつかないこともありま
した。現在は、家庭需要の高まり等で価格も回復
傾向にありますが、当時は奥さんや小さいお子さん
と帰高したばかりで不安だったと振り返ります。
　今後については、「自分でハウスを借りて独立
し、一から自分の手で経営してみたい」と目標を
語ってくれました。

　徳島県出身で、就職を機に高知に移った由美さ
ん。介護の仕事から「より専門的な知識を身につ
けたい」と看護師の資格を取得しました。現在は
児童養護施設に勤務し、児童の健康管理や生活
を見守り、サポートしています。
　昨年開設された岡豊地区の子ども食堂「ｍｙ米
食堂」。代表を務める由美さんは、準備や運営の
先頭に立ち、仲間と一から築き上げました。「周り
の手助けのおかげ」と周囲への気遣い、感謝を
忘れない由美さん。「多くの方に取り組みを知って
もらい、地域全体で子どもたちの成長を見守って
いきたい」と、子どもたちの集いの場としても期待
されている「ｍｙ米食堂」のさらなる発展を願って、
尽力されています。

れいほく
支所管内

よりコロナに負けない ！
澤田 光さん（28）  

　結婚を機に旧長岡農協の若妻会、婦人部と長年女性部に所
属し、今年度は支部の会計を務めている富久子さん。現在はコロ
ナ禍のため、十分な活動はできていませんが、「できる範囲で活動
をして、交流を図りたい」と来年度の活動にも意欲的。長年の経
験や知識から部員さんからの信頼も厚く、頼りになる存在です。
　直販所向けの野菜を栽培、出荷している富久子さんの楽しみ
は、出荷仲間とのモーニングや女子会 ！  催し物も好きで、遠くま
で足を運ぶこともあります。「行きたいところはいっぱい」と笑顔の
富久子さん。お出掛けの際は、運転手としてみんなを送迎してい
るそうです。これからも各地を訪れて、癒されてくださいね。

長岡支所管内より

頼りにされています ！ ！
橋田 富久子さん（77） 
はし　だ　 ふ　く　 こ

さわ だ　ひかる

岡豊支所
管内より

『ｍｙ米食堂』とともに
倉内 由美さん（39）
くら　うち　ゆ み

　捨てられているところ拾った知人との縁で、昨年の夏に式地家
にやってきたオス猫のコアラ。見た目がコアラに似ているからと、
ご主人が名前をつけました。
　両目を失明していて、来た当初は元気がなかったそうですが、
ご家族や６匹の先輩猫と過ごすうち、少しずつ元気に。今では、
エサがあればあるだけ食べてしまうほどすくすく成長しています。
　外に出て事故やケガをしないようにと、式地さんが仕事場に構
えた大きな柵の中で、たくさんの愛情を受けて過ごしているコア
ラ。式地さんは、「コアラにとって幸せな人生になればいいと試行
錯誤しながら飼っています」と温かく見守っています。これからも
元気に育ってね。

れいほく支所管内より

大切ないのちを
責任持って飼っています ！
飼い主：式地 眞理子さん
ペット：コアラくん（年齢不明） 

しき　じ　 ま　り　こ

　ご家族の愛情をうけて、すくすく成長している琴賀ちゃんと弓賀
ちゃん。お姉ちゃんの琴賀ちゃんは、ブランコや粘土遊びが大好
き ！  「お姉ちゃんになったら、お勉強する ！ 」と早くも小学校に通
うことを意識し、妹のお世話も進んでしているそうです。取材時
には、楽しかった思い出を写真付きで紹介してくれました♪
　春から保育園に入園し、新たな環境での生活が始まる妹の弓
賀ちゃん。音のなるおもちゃが好きでカメラにも興味を持ったの
か、じーっとカメラ見つめてカメラ目線で答えてくれました。
　ご両親は、「何か一つでも好きなことを見つけて、それに向かっ
て取組んでほしい」と２人の成長を楽しみにしています。

十市支所管内より

春からは一緒の保育園に通います ！
竹内 琴賀ちゃん（４）  
　　 弓賀ちゃん（８ヶ月）  
父：敬二さん　母：美保さん

たけ うち　こと か

ゆみ　か

けい じ み　ほ

詳しくはこちらをご覧ください ！

Instagram LINE公式アカウント
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南国市地域

れいほく地域

地区内のイベントや、地域農家の取り組みなどを紹介します！

ぜんまい料理教室を開催

「戦争遺跡ツアー」で
子ども食堂が参加者に軽食提供

　

南
国
市
の
大
篠
子
ど
も
食
堂
は

２
月
22
日
、
同
市
立
大
篠
小
学
校
の

児
童
が
企
画
し
た
「
戦
争
遺
跡
ツ

ア
ー
」
の
参
加
者
に
す
い
と
ん
汁
と

芋
ご
飯
を
振
る
舞
い
ま
し
た
。

　

掩
体
の
清
掃
活
動
や
遺
跡
巡
り

を
通
し
て
、
戦
争
遺
跡
へ
の
関
心
を

高
め
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
、
同
校

の
６
年
２
組
の
生
徒
が
企
画
。
当
日

は
生
徒
33
人
と
地
域
住
民
が
参
加

し
、
掩
体
の
清
掃
と
戦
争
遺
跡
を
巡

る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
通
し
て
、
戦

争
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

生
徒
ら
の
思
い
に
賛
同
し
た
同

食
堂
で
は
、「
戦
争
当
時
の
食
事
を

再
現
し
協
力
し
た
い
」
と
い
う
思
い

か
ら
、
当
時
の
様
子
を
知
る
人
か
ら

話
を
聞
く
な
ど
、
食
材
や
味
付
け
に

も
こ
だ
わ
っ
た
食
事
を
１
０
０
食

用
意
。
部
員
10
人
が
朝
か
ら
手
作
り

し
、
参
加
者
一
人
ひ
と
り
に
手
渡
し

ま
し
た
。

　

同
食
堂
の
代
表
を
務
め
る
窪
田

理
佳
さ
ん
は
、「
学
習
を
通
し
て
平

和
へ
の
理
解
や
食
の
あ
り
が
た
み

を
感
じ
て
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
。
地

域
の
方
と
の
交
流
や
繋
が
り
を
深

め
、
支
援
す
る
こ
と
で
『
地
域
の
食

堂
』
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い

き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
高
知
県
れ
い
ほ
く
ぜ
ん
ま

い
部
会
は
１
月
19
日
、
Ｒ
Ｋ
Ｃ
調
理

製
菓
専
門
学
校
で
ぜ
ん
ま
い
を

使
っ
た
料
理
教
室
を
開
き
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
地
域
の
特
産

物
で
あ
る
ぜ
ん
ま
い
の
生
産
現
場

や
加
工
の
流
れ
を
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
に
毎
年
開
催
し
て
い

ま
す
。
今
年
は
39
人
の
生
徒
が
参

加
し
、
ぜ
ん
ま
い
の
栽
培
状
況
や

調
理
方
法
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

料
理
教
室
で
は
、
Ｊ
Ａ
女
性
部
大

豊
支
部
の
部
員
３
人
が
講
師
と
な

り
、「
ぜ
ん
ま
い
の
油
い
た
め
」
と

「
ス
タ
ミ
ナ
漬
け
」
の
作
り
方
を
実

演
し
た
後
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

調
理
を
開
始
。
生
徒
ら
は
、
ポ
イ
ン

ト
を
押
さ
え
な
が
ら
手
際
よ
く
調

理
し
、
２
品
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
生
徒
に
調
査
を
し
た

と
こ
ろ
、
ぜ
ん
ま
い
を
栽
培
し
て

い
る
生
徒
は
１
人
で
、
初
め
て
ぜ

ん
ま
い
を
食
べ
る
と
答
え
た
生
徒

が
10
人
い
ま
し
た
。
今
後
、
調
理
師

と
し
て
飲
食
店
な
ど
で
の
活
躍
が

見
込
ま
れ
る
生
徒
と
の
交
流
を
通

じ
て
、
地
元
の
特
産
物
で
あ
る
ぜ

ん
ま
い
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
う

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

ＪＡ女性部バザー開催

　

Ｊ
Ａ
高
知
県
女
性
部
三
和
支
部
は
２

月
13
日
、
稲
生
園
芸
集
出
荷
場
で
同
女
性

部
の
稲
生
班
が
中
心
と
な
り
、
２
年
ぶ
り

に
バ
ザ
ー
を
開
き
ま
し
た
。
当
日
は
、
部

員
ら
が
持
ち
寄
っ
た
バ
ザ
ー
品
の
ほ
か
、

焼
き
そ
ば
や
赤
飯
、
お
菓
子
な
ど
の
加
工

品
や
手
芸
品
な
ど
を
販
売
し
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
40
年
以
上
前
に
、
地
元

野
菜
を
販
売
し
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い

こ
う
と
始
ま
り
、
長
年
地
域
の
方
々
に

親
し
ま
れ
て
い
る
恒
例
の
行
事
で
す
。

今
年
は
、
稲
生
地
域
の
全
戸
に
チ
ラ
シ

を
配
布
す
る
な
ど
Ｐ
Ｒ
活
動
に
も
力
を

注
ぎ
、
訪
れ
た
地
域
の
方
々
と
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

　ＹouTu b e r
「ちゃがまらん」が農業体験

　

高
知
県
で
活
躍
す
る
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ｒ

「
ち
ゃ
が
ま
ら
ん
」
の
２
人
が
２
月
８
日
、

十
市
園
芸
部
し
し
と
う
部
会
の
細
川
司
部

会
長
の
ハ
ウ
ス
で
、
シ
シ
ト
ウ
の
収
穫
体
験

を
行
い
ま
し
た
。
収
録
で
は
、
辛
い
シ
シ
ト

ウ
の
見
分
け
方
や
お
い
し
い
シ
シ
ト
ウ
を

栽
培
す
る
秘
訣
な
ど
を
説
明
し
、
魅
了
を
Ｐ

Ｒ
。
笑
顔
溢
れ
る
収
録
と
な
り
ま
し
た
。

　

農
業
体
験
の
様
子
は
、
同
月
28
日
に
高

知
放
送
の
ｅ
ｙ
ｅ
＋
ス
ー
パ
ー
「
ち
ゃ
が

ま
ら
ん
の
体
験
！  

発
見
！  

あ
ぐ
り
こ
う

ち
」
で
放
送
さ
れ
た
ほ
か
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

高
知
の
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
で

も
配
信
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

土
佐
郡
大
川
村
「
農
事
組
合
法
人
山
中
農

園
」
で
は
、
３
月
上
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
出
荷
が
最
盛
期
を
迎
え
ま

し
た
。
夏
秋
期
に
オ
リ
エ
ン
タ
ル
系
ユ
リ
の

生
産
を
中
心
に
行
っ
て
い
る
同
農
園
で
は
、

５
年
前
か
ら
冬
期
に
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
栽
培

を
開
始
。
今
年
は
25
品
種
、
約
14
万
本
の

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
を
作
付
け
し
、
ピ
ー
ク
時
に

は
１
日
に
１
万
本
以
上
を
出
荷
し
ま
し
た
。

　

農
園
の
代
表
を
務
め
る
山
中
教
夫
さ
ん

は
、「
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
各
行
事
が
自

粛
・
縮
小
さ
れ
て
い
る
が
、
ぜ
ひ
多
く
の
人

に
飾
っ
て
も
ら
っ
て
明
る
い
気
持
ち
で
春
を

迎
え
て
も
ら
い
た
い
」
と
笑
顔
で
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

　

土
佐
町
園
芸
出
荷
場
の
新
設
に
伴
い
、

Ｊ
Ａ
水
稲
育
苗
セ
ン
タ
ー
が
移
転
・
新

設
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
８
月
24
日
に
起
工
式
が
執
り
行

わ
れ
、
新
設
工
事
を
開
始
し
た
同
セ
ン

タ
ー
。
新
施
設
は
、
土
佐
町
土
居
大
谷
地

区
に
あ
る
（
株
）
れ
い
ほ
く
未
来
事
務
所

横
に
移
転
し
、
４
月
よ
り
職
員
が
作
業

を
始
め
ま
し
た
。
今
年
は
、
育
苗
ポ
ッ
ト

約
６
万
枚
の
播
種
作
業
が
行
わ
れ
る
予

定
で
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
で
作
業
を
担
当
す
る
れ
い

ほ
く
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
の
石
本
雅
哉
営

農
指
導
員
は
「
作
業
事
故
な
く
安
全
な
運

営
に
努
め
た
い
」
と
意
気
込
み
ま
す
。

２年ぶりに開催された女性部バザー

出荷作業の様子新設されたＪＡ水稲育苗センター

平和を願って振舞われた食事

南国地域

部員にアドバイスをもらいながら調理をする生徒

収穫の様子を温かく見守る細川部会長

南国市地域

チューリップの出荷最盛期
ＪＡ水稲育苗センター

新設
れいほく地域れいほく地域

え
ん
た
い
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南
国
市
地
域
よ
り

南
国
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー 

営
農
指
導
課

０
８
８‐８
６
３‐２
４
１
５

地域資源を活用した
ごま葉枯病の軽減

れいほく地域より

環
境
制
御
技
術
を

導
入
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

令
和
４
年
度
高
知
県
環
境
制
御
技
術
高
度
化

事
業
の
対
象
メ
ニ
ュ
ー
は
次
の
通
り
で
す
。

【
環
境
制
御
装
置
に
つ
い
て
】

①
環
境
測
定
装
置

②
炭
酸
ガ
ス
発
生
機

③
濃
度
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー

④
局
所
施
用
ダ
ク
ト
フ
ァ
ン

⑤
技
術
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
環
境
制
御

機
器　

⑥
環
境
制
御
に
係
る
新
技
術
と
し
て
公
的
研
究

機
関
や
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
実
証
デ
ー

タ
が
あ
り
、
効
果
が
認
め
ら
れ
た
機
器

【
デ
ー
タ
駆
動
型
農
業
の
実
践
に
必
要
な
通

信
機
器
】

⑦
環
境
デ
ー
タ
を
Ｉ
Ｏ
Ｐ
ク
ラ
ウ
ド
に
接
続
す
る

た
め
に
必
要
な
通
信
機
器

【
省
力
化
、
高
度
化
に
つ
な
が
る
機
器
・
資

材
に
つ
い
て
】

⑧
出
荷
調
整
機
器
（
ニ
ラ
そ
ぐ
り
機
な
ど
）

⑨
除
湿
器

⑩
そ
の
他
省
力
化
・
高
度
化
に
つ
な
が
る
と
知
事

が
認
め
る
機
器
・
資
材

　

こ
れ
ら
の
機
器
を
組
み
合
わ
せ
て
導
入
す
る

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 【
補
助
率
等
に
つ
い
て
】

①
補
助
率
：
税
抜
本
体
価
格
の
２
分
の
１
（
千

円
未
満
切
り
捨
て
）

※
通
信
機
器
の
導
入
に
か
か
る
施
工
費
お
よ
び

通
信
設
定
費
は
全
額
補
助
対
象
（
定
額
）

で
す
。

れいほく営農経済センター 営農販売課　0887－82－2803

　近年の水稲栽培では、田植期や夏期の高温によって肥料の溶出が
早くなり、ごま葉枯病の発生が多く、収量や品質が低下しています。
　ごま葉枯病は、本田では葉と穂に発生し、葉では幼穂形成期(出穂
20日前)頃から下葉に褐色楕円形の斑点が現れ、症状がひどくなると
上位葉にも病斑が発生して枯れ上がり、田全体が茶褐色に見えるよう
になります。そうなると、籾の充実が悪くなり、減収や品質の低下をま
ねきます。本病害は、地力が少ないほ場での発生が多いため、根本的
な解決策は土づくりと施肥改善となります。以下の防除対策や、地域
資源を上手に活用して、ごま葉枯病の軽減を目指しましょう。

優良ポイント：  耕作放棄地や雑草がある場所には鳥獣や害虫
が住み着きやすくなります。放置しておくと作物に被害がでるため、
対策として雑草の草刈りをしましょう。
 　草刈り作業をする際は、防護メガネや防振手袋等を着用しま
しょう。毎年農作業で発生する事故件数は約300件前後となって
います。自分の身を守るため安全確保をしてから作業しましょう。

ＧＡＰ掲示板 vol.25

「草刈りについて」

れいほく地域今月の優良事例

↑葉の病斑

【防除対策】
対策① 土壌改良：ケイカルや堆肥の投入（例：ケイカル150～200kg/10a　※牛糞堆肥１～２t/10a）
　　　 ＊毎年施用する場合、土壌分析値などを参考に施用量を調整する。
　　　 （堆肥に係る料金は、嶺北地域のグリーン店舗までお問い合わせください。）
対策② 施肥の改善：分施（元肥+穂肥体系）、緩効性肥料の利用
対策③ 薬剤防除：ブラシン、アミスターエイトなど

②
補
助
上
限
額
：
10
ａ
あ
た
り
百
万
円
（
出
荷

調
整
機
器
は
二
百
万
円
／
台
）

※
市
町
村
の
上
乗
せ
補
助
が
あ
る
場
合
は
、
別

途
市
町
村
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
請
要
件
】

①
全
て
の
申
請
者
に
つ
い
て
「
Ｓ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ

の
利
用
登
録
」
が
必
要
で
す
。
あ
わ
せ
て
、

申
請
者
区
分
に
応
じ
た
「
環
境
・
出
荷
デ
ー

タ
の
Ｉ
Ｏ
Ｐ
ク
ラ
ウ
ド
へ
の
接
続
」
が
必
須
と

な
り
ま
す
。

②
環
境
制
御
装
置
、
省
力
化
・
高
度
化
に
つ
な

が
る
機
器
又
は
資
材
を
導
入
す
る
ハ
ウ
ス
に
つ

い
て
は
、
環
境
測
定
装
置
も
し
く
は
炭
酸
ガ

ス
発
生
機
を
既
に
導
入
し
て
い
る
場
合
か
、

同
時
に
導
入
す
る
場
合
に
限
り
申
請
が
可
能

で
す
。

【
そ
の
他
留
意
事
項
】

・
加
点
方
式
に
よ
り
順
位
付
け
が
行
わ
れ
、
上

位
の
方
か
ら
予
算
の
範
囲
内
で
採
択
さ
れ

ま
す
。

・
環
境
制
御
装
置
、
省
力
化
・
高
度
化
機
器
を

リ
ー
ス
導
入
す
る
場
合
の
事
業
申
請
手
順
に

つ
い
て

①
導
入
機
器
の
選
定

②
見
積
業
者
の
選
定

・
見
積
書
作
成
依
頼
（
２
社
以
上
）

③
リ
ー
ス
会
社
の
選
定

・
リ
ー
ス
審
査
申
し
込
み

④
県
税
の
納
税
証
明
書
（
全
科
目
）

⑤
申
請
す
る
ハ
ウ
ス
の
面
積
が
確
認
で
き
る
書

類
（
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
証
書
の
写
し
、
ハ
ウ
ス
図

面
等
）

　

そ
の
他
、
ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
・
申
し
込
み
先
】

◆
南
国
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
営
農
指
導
課　

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
８
８‐８
６
３‐２
４
１
５

◆
れ
い
ほ
く
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
営
農
販
売
課

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
８
８
７‐８
２‐２
８
０
３

【
提
出
〆
切
】

令
和
４
年
４
月
22
日
（
金
）　

環境測定装置炭酸ガス発生機
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▼
春
の
山
菜
い
い
で
す
ね
！  

日
に
日
に
春
の
暖
か

さ
を
感
じ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
過
ご
し
や
す
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
桜
の
開
花
と
と
も
に
、
お
花

見
シ
ー
ズ
ン
到
来
で
す
ね
。

▼
冬
野
菜
は
甘
み
や
旨
味
が
グ
ッ
と
凝
縮
さ
れ
て

い
る
の
で
、
美
味
し
い
で
す
よ
ね
！  

季
節
は
す
っ

か
り
春
で
す
が
、
安
心
・
安
全
な
県
産
の
野
菜
や

果
物
を
食
べ
て
、
健
康
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
！

▼
産
地
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
販
路
拡
大
も

大
切
で
す
よ
ね
。
海
外
の
富
裕
層
か
ら
高
い
支
持

を
得
て
い
る
大
粒
の
「
お
お
き
み
」。
他
産
地
に
負

け
な
い
、
県
を
代
表
す
る
品
種
と
な
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

久
し
ぶ
り
に
山
の
畑
へ
行
っ
た
ら「
ふ
き
の
と
う
」

が
た
く
さ
ん
出
て
い
ま
し
た
。少
し
天
ぷ
ら
に
し

て
食
べ
た
ら
春
の
苦
さ
が
し
ま
し
た
。

  

（
三
和
支
所
・
79
歳
）

▼
季
節
の
花
を
植
え
て
、
楽
し
ま
れ
て
い
る
ん
で

す
ね
！  

色
と
り
ど
り
の
花
々
に
囲
ま
れ
て
の
生

活
。
癒
し
で
す
ね
！

▼
海
外
で
も
喜
ば
れ
る
よ
う
な
イ
チ
ゴ
の
栽
培
研

究
に
長
年
、
取
り
組
ま
れ
て
き
た
成
果
だ
と
感
じ

ま
し
た
。 Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
高
知
の
ネ
ッ
ト
通
販
サ
イ

ト
「
と
さ
ご
ろ
」
で
購
入
し
ま
し
た
が
、
想
像
以

上
に
大
き
く
て
、
食
べ
応
え
抜
群
で
し
た
。

私
は
花
が
好
き
で
季
節
が
変
わ
る
度
に
何
か
の
花

が
咲
い
て
い
る
よ
う
に
心
掛
け
て
、終
わ
っ
た
花
の

種
を
取
っ
て
蒔
く
な
ど
、十
市
の
Ｊ
Ａ
で
花
苗
を
買

い
庭
に
植
え
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。ダ
イ
コ
ン
や
春

菊
の
花
も
生
花
に
添
え
る
と
可
愛
い
で
す
。

  

（
十
市
支
所
・
88
歳
）

私
は
冬
野
菜
が
好
き
で
す
。何
で
も
柔
ら
か
く
て

美
味
し
く
、つ
い
つ
い
食
べ
過
ぎ
ま
す
ね
。果
物
も

イ
チ
ゴ
や
文
旦
！  

堪
能
し
ま
す
。

  （
大
篠
支
所
・
51
歳
）

▼
色
ん
な
種
類
の
洋
菓
子
を
買
っ
て
、
楽
し
ま
れ

た
ん
で
す
ね
♪  

旅
行
も
な
か
な
か
行
け
な
い
の

で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
遠
出
で
幸
せ
を
感
じ
ま
す
よ

ね
。
と
さ
の
さ
と
に
は
、
県
内
全
域
の
農
産
物
や

加
工
品
が
販
売
さ
れ
て
い
る
の
で
、
つ
い
つ
い
買
い

過
ぎ
て
し
ま
い
ま
す
・・
。

「
お
お
き
み
イ
チ
ゴ
」、真
っ
赤
な
宝
石
み
た
い
で
す

ね
！  

ア
ジ
ア
６
ヵ
国
に
輸
出
さ
れ
て
い
る
と
は
知

り
ま
せ
ん
で
し
た
。販
路
開
拓
、大
切
で
す
ね
。

  

（
長
岡
支
所
・
72
歳
）

久
し
ぶ
り
に
と
さ
の
さ
と
へ
行
き
ま
し
た
。洋
菓
子

コ
ー
ナ
ー
で
色
々
買
い
、家
で
少
し
旅
行
気
分
を
味

わ
い
ま
し
た
。シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
美
味
し
か
っ
た
〜
！

  

（
大
川
支
所
・
34
歳
）

高
知
県
に
世
界
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
す
る「
イ
チ
ゴ
」が

あ
る
こ
と
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。超
高
級
な
の
で

多
分
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
当
選
で
も
し
な
い
限
り
、食
べ
る

こ
と
は
難
し
い
か
と
は
思
い
ま
す
が
、いっぺ
ん
食
べ
て

み
た
い
も
の
で
す
。そ
れ
に
も
ま
し
て
、諦
め
ず
に
こ

の
品
種
を
研
究
し
、作
り
続
け
て
商
品
化
し
た
方
々

の
大
変
な
努
力
に
拍
手
を
送
り
た
い
で
す
。

  

（
れ
い
ほ
く
支
所
・
72
歳
）

開催日程（年５回）
品　　種

申込期日

①令和４年　 ５月10日（火）
②令和４年　 ８月 ９日（火）
③令和４年　11月 ８日（火）
④令和４年　12月13日（火）
⑤令和５年 　２月14日（火）

「
い
ち
ご
食
べ
　
笑
顔
溢
れ
る
　
幸
せ
だ
」

（
れ
い
ほ
く
支
所
・
11
歳
）

「
お
お
き
み
の
　
い
ち
ご
の
太
さ
　
誰
の
口
」

（
日
章
支
所
・
75
歳
）

「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
　
季
節
を
肌
で
　
感
じ
つ
つ
」

（
れ
い
ほ
く
支
所
・
60
歳
）

「
菜
花
路
　
白
い
遍
路
の
　
二
人
づ
れ
」

（
大
豊
支
所
・
90
歳
）

川柳紹介

　令和４年５月からの参加者を募集しています。参加者はＪ
Ａ高知県土長地区管内の女性部員、組合員及びその家族
の方に限ります。折紙を通じ
て楽しみながら仲間づくりや
情報を収集し、視野を広め
て心を豊かにしましょう。
　健康で楽しい暮らしを目指
しませんか？

折紙教室生徒募集 購買課より
秋植え種バレイショの予約受付

※感染状況等により中止・変更する場合があります。

場　所 ＪＡ高知県土長地区本部　３階　第３会議室
（南国市大埇乙894－１）

令和４年４月28日（木）
※南国資材店舗必着

デジマ 農林１号 ニシユタカ

お問い合わせ先 南国営農経済センター購買課
（TEL：088－863－2413）

参加費 7,800円程度の年払い
（参加状況によって変更になる場合があります。）

材料費 毎回800円程度（教材によって変動します。）
申込先 南国営農経済センター　組合員課

（TEL：088－863－2416）

　秋植え種バレイショの予約取りまとめをしますので、締め
切り日までにお近くの支所又は南国資材店舗にある注文書
でお申し込みください。
　なお、天候等により全量確保できない場合は、数量調
整、多品種への変更になります。あらかじめご了承ください。
（返品はできません）

広島産 長崎産


